
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇省

令

（号 外）
独立行政法人国立印刷局

目

次

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報 ( 分冊の )

〔
省

令
〕

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
法
務
二
一
）

〔
告

示
〕

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
三
一
七
）

〇
生
活
保
護
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
五
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

算
定
方
法
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
三
一
八
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

平
成
二
十
九
事
業
年
度
全
国
健
康
保
険
協

会
の
財
務
諸
表
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
、

公
示
送
達
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
法
務
省
令
第
二
十
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
六
十
九
条
及
び
第
六
十
九
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
九
月
四
日

法
務
大
臣

上
川

陽
子



（
乗
員
上
陸
の
許
可
）

（
乗
員
上
陸
の
許
可
）

第
十
五
条

﹇
略
﹈

第
十
五
条

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

法
第
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
上
陸
期
間
、
行
動
の
範
囲
そ
の
他
の
制
限
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

３

法
第
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
上
陸
期
間
、
行
動
の
範
囲
そ
の
他
の
制
限
は
、
次
の
各
号
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

一

上
陸
期
間
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
、
入
国
審
査
官
が
定
め
る
。

一

上
陸
期
間
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
、
入
国
審
査
官
が
定
め
る
。

イ

一
の
出
入
国
港
の
近
傍
に
上
陸
を
許
可
す
る
場
合
（
ロ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）
七
日
以
内

イ

一
の
出
入
国
港
の
近
傍
に
上
陸
を
許
可
す
る
場
合

七
日
以
内

ロ

一
の
出
入
国
港
の
近
傍
に
上
陸
を
許
可
す
る
場
合
で
あ
つ
て
入
国
審
査
官
が
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認

め
る
と
き

十
五
日
以
内

﹇
号
の
細
分
を
加
え
る
。﹈

ハ

﹇
略
﹈

ロ

﹇
同
上
﹈

ニ

﹇
略
﹈

ハ

﹇
同
上
﹈

ホ

﹇
略
﹈

ニ

﹇
同
上
﹈

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
六
十
一
条
の
二

法
第
六
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
法
務
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
入
国
管
理

局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
、
第
一
号
の
二
の
二
、
第
二
号
か
ら
第
三
号
の
三
ま
で
、第
五
号
の
四
、

第
八
号
、
第
十
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
、
第
十
七
号
及
び
第
二
十
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣

が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
六
十
一
条
の
二

法
第
六
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
法
務
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
入
国
管
理

局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
、
第
二
号
か
ら
第
三
号
の
二
ま
で
、
第
五
号
の
四
、
第
八
号
、
第
十
号

か
ら
第
十
五
号
ま
で
、
第
十
七
号
及
び
第
二
十
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と

を
妨
げ
な
い
。

﹇
一
・
一
の
二

略
﹈

﹇
一
・
一
の
二

同
上
﹈

一
の
二
の
二

法
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
の
権
限

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

﹇
一
の
三
〜
三
の
二

略
﹈

﹇
一
の
三
〜
三
の
二

同
上
﹈

三
の
三

法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
の
権
限

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

﹇
四
〜
二
十

略
﹈

﹇
四
〜
二
十

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

改

正

後

改

正

前

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
法
務
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す

る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
申
請
人
等
作
成
用
１
（
裏
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｉ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
イ
）」・「
教
授
」・「
教
育
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｊ（「
芸
術
」・「
文
化
活
動
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｋ（「
宗
教
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｌ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
ロ
）」・「
報
道
」・「
研
究
（
転
勤
）」・「
企
業
内
転
勤
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｍ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
ハ
）」・「
経
営
・
管
理
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｎ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
イ
・
ロ
）」・「
研
究
」・「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」・「
介
護
」・「
技
能
」・「
特
定
活
動
（
研
究
活
動
等
）」）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｙ（「
技
能
実
習
（
１
号
）」・「
技
能
実
習
（
２
号
）」・「
技
能
実
習
（
３
号
）」）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｑ（「
研
修
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｕ
（
そ
の
他
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
１

Ｊ（「
芸
術
」・「
文
化
活
動
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
１

Ｎ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
イ
・
ロ
）」・「
研
究
」・「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」・「
介
護
」・「
技
能
」・「
特
定
活
動
（
研
究
活
動
等
）」）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
２

Ｎ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
イ
・
ロ
）」・「
研
究
」・「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」・「
介
護
」・「
技
能
」・「
特
定
活
動
（
研
究
活
動
等
）」）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
１

Ｐ（「
留
学
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
２

Ｐ（「
留
学
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
２

Ｕ
（
そ
の
他
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
六
号
の
三
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
２

Ｕ
（
そ
の
他
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
申
請
人
等
作
成
用
１
（
裏
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｉ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
イ
）」・「
高
度
専
門
職
（
２
号
）」・「
教
授
」・「
教
育
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｊ（「
芸
術
」・「
文
化
活
動
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｋ（「
宗
教
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｌ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
ロ
）」・「
高
度
専
門
職
（
２
号
）」・「
報
道
」・「
研
究
（
転
勤
）」・「
企
業
内
転
勤
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｍ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
ハ
）」・「
高
度
専
門
職
（
２
号
）」・「
経
営
・
管
理
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｎ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
イ
・
ロ
）」・「
高
度
専
門
職
（
２
号
）」・「
研
究
」・「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」・「
介
護
」・「
技
能
」・「
特
定
活
動
（
研
究
活
動
等
）」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｙ（「
技
能
実
習
（
１
号
）」・「
技
能
実
習
（
２
号
）」・「
技
能
実
習
（
３
号
）」）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
申
請
人
等
作
成
用
３

Ｐ（「
留
学
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｑ（「
研
修
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｕ
（
そ
の
他
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
１

Ｊ（「
芸
術
」・「
文
化
活
動
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
１

Ｎ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
イ
・
ロ
）」・「
高
度
専
門
職
（
２
号
）」・「
研
究
」・「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」・「
介
護
」・「
技
能
」・「
特
定
活
動
（
研
究
活
動
等
）」）
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
２

Ｎ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
イ
・
ロ
）」・「
高
度
専
門
職
（
２
号
）」・「
研
究
」・「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」・「
介
護
」・「
技
能
」・「
特
定
活
動
（
研
究
活
動
等
）」）
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
１

Ｐ（「
留
学
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
２

Ｐ（「
留
学
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
２

Ｕ
（
そ
の
他
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
２

Ｕ
（
そ
の
他
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
申
請
人
等
作
成
用
１
（
裏
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｉ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
イ
）」・「
教
授
」・「
教
育
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｊ（「
芸
術
」・「
文
化
活
動
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｋ（「
宗
教
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｌ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
ロ
）」・「
報
道
」・「
研
究
（
転
勤
）」・「
企
業
内
転
勤
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｍ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
ハ
）」・「
経
営
・
管
理
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｎ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
イ
・
ロ
）」・「
研
究
」・「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」・「
介
護
」・「
技
能
」・「
特
定
活
動
（
研
究
活
動
等
）」）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｙ（「
技
能
実
習
（
１
号
）」・「
技
能
実
習
（
２
号
）」・「
技
能
実
習
（
３
号
）」）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
申
請
人
等
作
成
用
３

Ｐ（「
留
学
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｑ（「
研
修
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
申
請
人
等
作
成
用
２

Ｕ
（
そ
の
他
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
１

Ｊ（「
芸
術
」・「
文
化
活
動
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
１

Ｎ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
イ
・
ロ
）」・「
研
究
」・「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」・「
介
護
」・「
技
能
」・「
特
定
活
動
（
研
究
活
動
等
）」）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
２

Ｎ（「
高
度
専
門
職
（
１
号
イ
・
ロ
）」・「
研
究
」・「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」・「
介
護
」・「
技
能
」・「
特
定
活
動
（
研
究
活
動
等
）」）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
１

Ｐ（「
留
学
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
２

Ｐ（「
留
学
」）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
２

Ｕ
（
そ
の
他
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
所
属
機
関
等
作
成
用
２

Ｕ
（
そ
の
他
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報



平成 年 月 日 火曜日 (号外第 号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
の
申
請
、
在
留
資
格
の

変
更
の
許
可
の
申
請
又
は
在
留
期
間
の
更
新
の
許
可
の
申
請
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付

の
申
請
、
在
留
資
格
の
変
更
の
許
可
の
申
請
又
は
在
留
期
間
の
更
新
の
許
可
の
申
請
と
み
な
す
。

第
三
条

旧
規
則
に
規
定
す
る
別
記
第
六
号
の
三
様
式
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
書
、
別
記
第
三
十
号
様
式
の
在
留
資
格
変
更
許
可
申
請
書
又
は
別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
の
在
留
期
間
更
新
許
可
申
請
書
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の

日
後
に
お
い
て
も
、
当
分
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
に
規
定
す
る
別
記
第
六
号
の
三
様
式
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付
申
請
書
、
別
記
第
三
十
号
様
式
の
在
留
資
格
変
更
許
可
申
請
書
又
は
別
記
第
三
十
号
の
二
様
式
の
在
留
期
間
更
新
許

可
申
請
書
と
み
な
す
。


